
9款　3項　2目

【会計】一般会計

9款：教育費　3項：中学校費　2目：教育振興費

224

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

87,336千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

11 需用費

消耗品費 4,913千円 プリンターのトナー・インク等のパソコン関係消耗品費

修繕料 150千円

12 役務費

通信費 749千円

13 委託料

廃棄物処理委託料 125千円

システム改修委託料 2,759千円

14 使用料及び賃借料

機器賃借料 71,381千円

電子計算機ソフトウエア使用料 7,259千円

87,336千円

【活動指標・成果指標】　

事業の概要

・中学校で使用するパソコン機器等（サーバー、パソコン、電子黒板、プリンタースイッチングハブ、無線ＬＡＮ
アクセスポイント、ソフトウェア）を導入し、コンピューター利用教育が実施できる環境を構築します。
・パソコン関係の消耗品等を購入します。
・校務システムについて元号変更に対応します。
・校務システムに到達度管理機能を追加します。

平成31年度　当初予算要求事業内容説明書

第3章　心豊かな人づくり、まちづくり

施策2　学校の学習環境を整備します

事業 中学校情報機器整備事業

担当所属 学務課

予算要求額
（財源内訳）

87,336千円

基本施策5　学校環境の整備

事業の目的

コンピュータ等の情報機器を活用した校務環境、学習環境の整備・充実を図り、中学校における情報教育の
推進を図ります。

事業の効果

・コンピュータ等の情報機器を利用した教育を行うことで、生徒が情報社会における基本的な考え方を身につ
けることができます。
・教職員が情報機器を利用することにより、情報共有や情報管理がしやすくなり、効率的に校務を行うことがで
きます。

節 説明

指標名 平成31年度計画値

パソコン機器等修繕のための経費

インターネット回線使用料（各校1回線）

寄贈・購入パソコン等の廃棄に要する経費

元号改修及び機能追加に要する経費

パソコン機器等の賃借料

パソコン機器で使用するソフトウェアに関する経費

計



校務用コンピュータ配備率 100%

コンピュータ利用教育時数 34時数

パソコン教室のPCが1学級あたりの人数に
対して1人1台を満たしている校数

11校


